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桜
の
名
所
と
し
て
県
内
外
に
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
八
塩
い
こ

い
の
森
。
今
年
も
新
緑
の
中
で
黄
桜
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
イ
ベ

ン
ト
は
十
二
・
十
三
日
の
二
日
間
で
行

わ
れ
、
両
日
の
来
客
数
は
二
万
人
を
超

え
ま
し
た
。

観
桜
会
は
四
月
二
十
八
日
〜
五
月
十

五
日
の
期
間
で
開
催
さ
れ
、
期
間
中
前

半
は
連
日
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
桜
も
例

年
並
み
か
ら
や
や
早
い
ぐ
ら
い
で
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
し
た
。
開
花
状
況
は
、
吉

野
桜
が
四
月
二
十
五
日
に
満
開
を
迎
え
、

黄
桜
は
八
日
、
八
重
が
十
二
日
に
そ
れ

ぞ
れ
見
ご
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
第
一
弾
は
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
六
日
に
開
催
さ
れ

た
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
ロ
ッ
ク
ド
リ
ー

ム
フ
ェ
ス
タ
。
桜
を
見
に
訪
れ
た

お
客
さ
ん
は
、
ベ
ン
チ
や
芝
生
の

上
な
ど
思
い
思
い
の
場
所
に
座
り
、

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
十
二

日
土
曜
日
の
夜
に
湖
上
花
火
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夕
方
の
時
間

帯
に
な
る
と
、
日
中
の
花
見
客
と

入
れ
替
わ
り
に
花
火
の
お
客
が
集

ま
り
、
夜
の
ダ
ム
湖
畔
の
道
路
沿

い
は
例
年
の
に
ぎ
わ
い
と
な
り
ま

し
た
。
夜
の
い
こ
い
の
森
は
ま
だ

ま
だ
寒
く
、
湖
畔
で
花
火
を
見
て
い

る
お
客
さ
ん
の
服
装
は
日
中
と
は
異
な

り
、
防
寒
用
の
上
着
を
重
ね
た
姿
が
特

徴
的
で
し
た
。

翌
日
十
三
日
に
は
ウ
ォ
ー
ク
マ
ラ
ソ

ン
や
黄
桜
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、

お
昼
近
く
に
は
来
場
者
数
が
ピ
ー
ク
に

達
し
、
田
代
の
沖
田
橋
付
近
ま
で
車
が

つ
な
が
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
三
善

英
史
さ
ん
と
円
山
和
子
さ
ん
の
歌
謡
シ

ョ
ー
で
は
新
曲
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
道

路
い
っ
ぱ
い
に
つ
め
か
け
た
お
客
さ
ん

達
は
、
照
り
つ
け
る
日
差
し
の
下
帽
子

や
タ
オ
ル
で
日
よ
け
を
つ
く
り
、
最
後

ま
で
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
の
観
桜
会
は
、
特
に
週
末
に
最

高
の
天
気
と
な
り
、
全
日
程
と
も
五
月

晴
れ
の
少
し
暑
い
く
ら
い
の
天
気
の
も

と
で
行
わ
れ
、
期
間
中
八
塩
い
こ
い
の

森
を
訪
れ
た
人
数
は
三
万
四
千
人
を
超

え
ま
し
た
。
八
塩
い
こ
い
の
森
は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
が
昨
年
で
終

わ
り
、
こ
の
夏
に
は
新
し
く
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。『
黄
桜
の

咲
く
公
園
』
と
し
て
、
毎
年
来
場
者
数

が
増
え
て
い
る
「
八
塩
い
こ
い
の
森
」。

計
画
的
に
植
樹
さ
れ
て
き
た
若
木
も
や

が
て
見
ご
ろ
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
、

来
年
以
降
の
八
塩
い
こ
い
の
森
は
、
い

っ
そ
う
の
桜
で
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
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野鳥の家前で行
われた野点（の
だて）席。茶器
は町陶芸クラブ
の作品。ＡＬＴ
のエミリさんも
着物姿で参加し
ました。（13日）

野外広場では大
空いっぱいに凧
が飛び交ってい
ました。（13日）

場内には薬物乱
用防止キャラバ
ンカーが来町し
ていました。キ
ャラクターマス
コットが子供た
ちと一緒に記念
写真を撮る姿も。
（6日）

商工青年部によ
る大ジャンケン
大会。町商工会
長に勝てば豪華
景品が。（13日）

こちらは同じく
ちびっこ的当て
ゲーム。お菓子
はすぐそこなの
に、なかなか難
しい。（13日）

昨年11月に完成
した八塩ため池
整備事業の竣工
記念碑。ダム湖
畔の黄桜の下に
たたずんでいる。

「雨」の大ヒットで
知られる三善英史さ
ん。当日東京からか
けつけ新曲を披露し
てくれました。
（13日）

中仙町出身の演歌
歌手、円山和子さ
ん。途中、またた
び姿に変身し観客
席に飛び出し握手
をする姿も。
（13日）

野外ステージで行
われたロックフェ
スタは５バンドが
出場。いこいの森
に若いエネルギー
がこだましました。
（6日）

湖上花火は八塩の
季節の風物詩。今
年もたくさんの観
客が訪れました。
（12日）



歳 出  

農林水産業費 
804,181
22.4％ 

公債費 
721,535
20.1％ 総務費 

614,600
17.2％ 

民生費 
509,176
14.2％ 

教育費 
349,279
9.7％ 

消防費 
167,825  4.7％ 

衛生費 
154,996  4.3％ 

土木費 
122,808 
　3.4％ 

議会費 
75,990 
  2.1％ 

その他 
62,892 
1.8％ 

3,583,282
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お知らせします。

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
事
情
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
毎
年
二
回
、
財
政
状
況
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
十
二
年
度
（
平
成
十
三
年
三

月
三
十
一
日
現
在
）
の
執
行
状
況
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
平
成
十
二
年
度
の
各
会
計
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で

（
出
納
整
理
期
間
）
の
収
入
と
支
出
が
加
算
さ
れ
て
決
算
額
と
な

り
ま
す
。

平
成
12
年
度
財
政
状
況
公
表

（
平
成
13
年
３
月
31
日
現
在
）

6

5

4

3

2

1

0

● ● ● 
● 

● 

平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 

町税 
地方譲与税等 
地方交付税 
分担金使用料等 
国庫支出金 
県支出金 
その他 
町債 
予算額 ● 

単位：10億円 

4,788,215 4,863,607 4,928,410 4,824,201

4,251,634

3,729,884

4,050,394
3,909,725 3,933,658

3,807,842

● ● ● 
● 

● 

農林水産業費 
公債費 
総務費 
民生費 
教育費 
消防費 
衛生費 
土木費 
議会費 
その他 
予算額 ● 

6

5

4

3

2

1

0
平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 

3,823,666

4,190,031 4,117,928
3,953,001

3,583,282

4,788,215 4,863,607 4,928,410 4,824,201

4,251,634

単位：10億円 

町　債 
44,900 
1.2％ 

町税 
287,093
7.5％ 

地方譲与税等 
161,457 
4.2％ 

地方交付税 
2,421,287
63.6％ 

国庫支出金 
69,114 
1.8％ 

県支出金 
445,646
11.7％ 

分担金使用料 
60,648 
1.6％ その他 

317,697
8.3％ 

歳 入  
3,807,842

町の家計簿

年度別推移 総額と構成比

特 別 会 計 の 収 支 状 況  

国民健康保険事業 
勘定特別会計 
老人保健医療事業 
特別会計 
簡易水道事業特別 
事業 
農業集落排水事業 
特別会計 
特別養護老人ホー 
ム東光苑特別会計 
大平スキー場運営 
費特別会計 

合　　　　計 

区　　　　分 予算現計 
歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出 

収入済額 収入率 上 半 期  下 半 期  支出済額 執行率 上 半 期  下 半 期  

（単位：千円） 

450,146 

676,103 

270,417 

341,187 

274,963 

9,707 

2,022,523

468,889 

591,079 

96,460 

8,204 

209,518 

2,014 

1,376,164

104.2％ 

87.4％ 

35.7％ 

2.4％ 

76.2％ 

20.7％ 

68.0％ 

206,823 

278,536 

53,686 

3,603 

83,907 

20 

626,575

262,066 

312,543 

42,774 

4,601 

125,611 

1,994 

749,589

367,474 

600,869 

218,610 

328,478 

264,414 

7,903 

1,787,748

81.6％ 

88.9％ 

80.8％ 

96.3％ 

96.2％ 

81.4％ 

88.4％ 

139,496 

301,714 

68,243 

89,139 

123,423 

946 

722,961

227,978 

299,155 

150,367 

239,339 

140,991 

6,957 

1,064,787

一
般
会
計
の

収
支
状
況

歳　入

歳　出



改
選
後
初
の
農
業
委
員
会
が
五

月
八
日
、役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、

会
長
に
高
橋
慶
助
氏
（
舘
合
新

田
・
六
十
一
歳
）、
同
職
務
代
理

者
に
鈴
木
博
氏（
大
琴
・
六
十
歳
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
先
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
十
人

と
、
議
会
、
秋
田
し
ん
せ
い
農
協
東
由
利

地
区
、
由
利
農
業
共
済
組
合
か
ら
推
薦
さ

れ
た
四
人
の
総
勢
十
四
人
の
委
員
が
出
席

し
ま
し
た
。
中
で
も
議
会
推
薦
の
二
委
員

は
町
で
初
め
て
の
女
性
委
員
と
な
り
、
今

後
の
農
業
振
興
に
向
け
て
、
農
業
経
営
を

支
え
る
女
性
の
視
点
か
ら
の
意
見
と
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
県
内
で
の
女
性
委
員
は
、
本
町

を
含
め
四
月
現
在
で
二
十
六
名
、
女
性
委

員
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
中
仙
町
の
四
人
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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会
長
に
高
橋
慶
助
氏
を
再
選

同
職
務
代
理
者
に
は
鈴
木
博
氏
再
選

農業委員会

小　松　勝　男 氏
（畑村　55歳）

由
利
農
業
共
済
組
合
推
薦 阿　部　和　雄 氏

（杉森　58歳）

秋
田
し
ん
せ
い
農
協
東
由
利
地
区
推
薦

梅　津　眞　子 氏
（大琴　41歳）

小　野　明　子 氏
（蔵新田　48歳）

議
会
推
薦
委
員
（
２
名
）

五
月
は
例
年
ど
お
り
行
事
の
多
い
月
で
し
た
。

ま
ず
「
黄
桜
ま
つ
り
」
で
す
が
、
今
年
は
ど
う
も
満

足
す
る
色
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
八
塩
の
桜
の
約

半
分
を
占
め
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
春
先
に
殆
ど
の

花
芽
が
ウ
ソ
の
食
害
に
遇
い
今
年
も
ち
ら
ほ
ら
と
な

る
こ
と
は
覚
悟
の
上
で
し
た
が
、
自
慢
の
八
重
桜
の

色
と
花
の
厚
さ
が
イ
マ
イ
チ
で
し
た
。
そ
れ
と
競
う

こ
と
で
、
よ
り
き
れ
い
に
見
え
る
黄
桜
も
見
慣
れ
た

私
た
ち
か
ら
す
れ
ば
ど
う
も
不
満
で
し
た
。

し
か
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
効
果
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
十
二
日
〜
十
三
日
の
イ
ベ
ン
ト
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
駐
車
場
も
満
杯
に
な
り
大
変

な
混
雑
に
な
り
ま
し
た
。『
ま
た
出
直
す
…
』

と
途
中
か
ら
帰
ら
れ
た
人
も
お
ら
れ
た
と
の
こ

と
で
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
ま
ず
は
、
今
年
も
い
い
黄
桜
ま
つ
り
に
な

り
ま
し
た
。
十
二
日
夜
の
湖
上
花
火
も
、
凝
縮

さ
れ
た
三
十
分
間
と
は
い
え
、
な
か
な
か
の
も

の
で
し
た
。

前
日
の
十
一
日
に
は
「
植
樹
祭
」
を
行
い
ま

し
た
。
二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
の
年
を
記
念

し
て
…
と
、
三
小
学
校
の
新
一
年
生
に
桜
な
ど

を
植
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
秋
田
支

店
か
ら
は
十
万
円
相
当
分
の
若
木
十
二
本
を
い
た
だ

き
、
会
場
の
八
塩
い
こ
い
の
森
に
横
山
秋
田
支
店
長

さ
ん
に
も
お
出
で
い
た
だ
い
て
一
緒
に
植
樹
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

保
護
者
、
地
区
の
自
治
会
長
さ
ん
た
ち
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
八
塩
山
麓
会
、
議
会
の
皆
さ
ん
に
も
お
付

き
合
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
約
二
十
ア
ー
ル
の
土

地
に
桜
四
十
五
本
と
八
塩
山
麓
会
か
ら
寄
贈
い
た
だ

い
た
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど
合
わ
せ
て
九
十
五

本
を
植
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
成
長

に
合
わ
せ
十
年
後
、
二
十
年
後
が
楽
し
み
で
あ
り
ま

す
。

二
十
日
に
は
「
東
京
東
由
利
会
」
の
総
会
が
あ

り
、
遠
藤
議
長
さ
ん
は
じ
め
常
任
委
員
長
さ
ん
た
ち

に
も
ご
一
緒
い
た
だ
き
ま
し
た
。
赤
羽
会
館
の
会
場

に
は
今
年
も
百
四
十
人
ほ
ど
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

故
郷
に
対
す
る
多
く
の
思
い
や
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
の

程
も
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ご
出
席
の
多
く
の

皆
さ
ん
に
は
、
毎
月
の
町
広
報
も
見
て
も
ら
っ
て
お

り
ま
す
の
で
町
の
状
況
は
良
く
把
握
さ
れ
て
お
ら
れ

る
様
子
で
し
た
が
、
改
め
て
地
方
分
権
の
こ
と
と
か

役
場
新
庁
舎
の
建
設
、
今
年
の
黄
桜
の
様
子
な
ど
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。
来
年
は
東
由
利
会
結
成
四
十
周

年
と
い
う
こ
と
で
す
。
東
由
利
会
の
益
々
の
ご
発
展

を
祈
念
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
十
五
日
に
は
秋
田
市
で
「
東
由
利
町
を
語

る
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
会
は
以
前
、
県

庁
に
勤
務
す
る
町
出
身
者
と
役
場
幹
部
職
と
の

情
報
交
換
会
を
発
展
的
に
解
消
し
、
秋
田
市
に

住
む
中
堅
ど
こ
ろ
の
年
齢
の
皆
さ
ん
に
世
話
人

を
お
願
い
し
結
成
し
て
も
ら
っ
た
会
で
あ
り
ま

す
が
、
今
回
で
四
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
約
七

十
人
ほ
ど
の
ご
出
席
で
し
た
。

東
由
利
町
は
町
内
在
住
者
だ
け
の
町
で
は
な

く
、
故
郷
を
同
じ
く
す
る
方
々
が
み
な
町
民
で

す
か
ら
、
町
づ
く
り
に
色
々
心
配
し
て
手
伝
っ
て
く

だ
さ
い
…
と
、
お
願
い
も
し
た
こ
と
で
し
た
。
い
ず

れ
の
会
も
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
大
難
儀
を
お

か
け
致
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
十
七
日
に
は
住
吉
分
館
主
催
の
「
八
塩
町
民

登
山
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

も
あ
り
、
参
加
者
は
二
十
人
程
で
あ
り
ま
し
た
が
、

山
野
草
の
説
明
な
ど
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
元
気

な
子
供
た
ち
と
一
緒
の
登
山
は
楽
し
い
も
の
で
し

た
。田

植
え
も
順
調
に
進
み
、
四
季
折
々
に
風
情
の

あ
る
東
由
利
町
は
静
か
に
春
か
ら
夏
へ
衣
替
え
し
て

い
き
ま
す
。



人
生
の
ベ
テ
ラ
ン
の
皆
さ
ん
は

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。五

月
二
十
四
日
行
わ
れ
た
二
回
目

の
同
大
学
で
は
、
午
前
中
に
「
い
き

い
き
健
康
づ
く
り
講
習
会
（
指
導：

大
庭
喜
一
郎
氏
）」
が
、
引
き
続
き
午

後
か
ら
コ
ー
ス
別
研
修
が
行
わ
れ
九

十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ス
別
研
修
は
事
前
に
設

定
し
た
コ
ー
ス
か
ら
、
大
学
生
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
選
択
し
、
活
動

を
行
う
も
の
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
、

畑
作
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
園
芸
、
カ

ラ
オ
ケ
、
パ
ソ
コ
ン
の
五
コ
ー
ス
。

自
ら
選
ん
だ
研
修
内
容
だ
け
に
ど
の

顔
も
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

Ｉ
Ｔ
革
命
が
叫
ば
れ
る
今
、
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス
の
佐
藤
長
一
さ
ん
（
新

処
）
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
ち
な
が

ら
「
パ
ソ
コ
ン
に
抵
抗
感
は
な
い
で

す
」
と
笑
顔
。「
さ
わ
っ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。

あ
と
三
回
た
の
し
み
で
す
」
と
ひ
と

こ
と
。
ま
た
、
畑
作
コ
ー
ス
の
阿
部

ユ
リ
子
さ
ん
（
蔵
）、
遠
藤
キ
ミ
ヱ
さ

ん（
十
二
ノ
前
）は
し
し
と
う
の
苗
を

植
え
な
が
ら
「
育
て
る
こ
と
が
と
に

か
く
好
き
で
」
と
額
に
汗
を
浮
か
ば

せ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

生
き
が
い
は
他
な
ら
な
い
自
分
自

身
の
楽
し
み
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
。

今
後
こ
と
ぶ
き
大
学
に
と
ど
ま
ら
な

い
自
主
的
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

人
生
の
先
輩
に
負
け
じ
と
町
内
の

小
学
生
た
ち
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
小
学
生
を
対
象
に
し

た
文
化
系
活
動
「
わ
く
わ
く
サ
ー
ク

ル
」
と
体
育
系
活
動
「
さ
わ
や
か
サ

ー
ク
ル
」
が
一
つ
に
な
り
、
新
「
わ

く
わ
く
サ
ー
ク
ル
」
と
し
て
再
出
発
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
小
学
生
の
自
主
的

な
活
動
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
月
一
回
、
学
校

週
休
日
に
小
学
一
年
生
か
ら
四
年
生

ま
で
の
十
七
人
が
活
動
を
行
い
ま
す
。

五
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
入
会
式

で
は
、
自
己
紹
介
に
引
き
続
き
、
行

い
た
い
活
動
を
自
主
的
に
計
画
し
ま

し
た
。

活
動
内
容
は
多
種
に
富
み
、
陶
芸
、

理
科
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
、
写
真
、
パ
ソ
コ
ン
、
料
理
、

工
作
、
手
芸
、
新
聞
づ
く
り
が
選
ば

れ
、
一
年
を
通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら

活
動
を
行
い
ま
す
。

な
お
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
児
童
の
途

中
参
加
、
保
護
者
の
参
加
も
可
能
で

す
。
希
望
者
は
公
民
館
内
サ
ー
ク
ル

担
当
ま
で
。

自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
は
大

変
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
大
き
な
充

実
感
を
も
た
ら
し
ま
す
。
公
民
館
は

そ
ん
な
自
主
活
動
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

「
や
る
気
」
応
援
し
ま
す
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こ
と
ぶ
き
大
学
と

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら

生
き
が
い
を
探
し
て

〜
こ
と
ぶ
き
大
学

楽
し
さ
見
つ
け
よ
う

〜
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

▲わくわくサークルの陶芸活動から

公
民
館
は
住
民
の
自
由
な
た
ま
り
場
で
あ
る
。

公
民
館
は
住
民
の
自
由
な
た
ま
り
場
で
あ
る
。 

公
民
館
は
住
民
の
集
団
活
動
の
拠
点
で
あ
る
。

公
民
館
は
住
民
の
集
団
活
動
の
拠
点
で
あ
る
。 

公
民
館
は
住
民
に
と
っ
て
の
「
私
の
大
学
」
で
あ
る
。

公
民
館
は
住
民
に
と
っ
て
の
「
私
の
大
学
」
で
あ
る
。 

公
民
館
は
住
民
に
よ
る
文
化
創
造
の
広
場
で
あ
る
。

公
民
館
は
住
民
に
よ
る
文
化
創
造
の
広
場
で
あ
る
。 

　
　
〜
三
多
摩
テ
ー
ゼ
に
よ
る
公
民
館
の
役
割
よ
り

　
　
〜
三
多
摩
テ
ー
ゼ
に
よ
る
公
民
館
の
役
割
よ
り 

 

　
公
民
館
は
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
、
地
域
民
主
化

　
公
民
館
は
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
、
地
域
民
主
化 

の
推
進
を
目
的
と
す
る
行
政
機
関
で
あ
り
、
今
年
も

の
推
進
を
目
的
と
す
る
行
政
機
関
で
あ
り
、
今
年
も 

様
々
な
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

様
々
な
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
「
公
民
館
だ
よ
り
」
で
は
、
公
民
館
を
利
用

　
こ
の
「
公
民
館
だ
よ
り
」
で
は
、
公
民
館
を
利
用 

し
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
状
況
を
毎
月
紹
介
し
て

し
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
状
況
を
毎
月
紹
介
し
て 

い
く
予
定
で
、
今
回
は
、
高
齢
者
と
児
童
に
よ
る
活

い
く
予
定
で
、
今
回
は
、
高
齢
者
と
児
童
に
よ
る
活 

動
を
報
告
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
主
活
動
に
公
民
館

動
を
報
告
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
主
活
動
に
公
民
館 

が
果
た
す
役
割
は
何
で
し
ょ
う
か
。

が
果
た
す
役
割
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

公
民
館
は
住
民
の
自
由
な
た
ま
り
場
で
あ
る
。 

公
民
館
は
住
民
の
集
団
活
動
の
拠
点
で
あ
る
。 

公
民
館
は
住
民
に
と
っ
て
の
「
私
の
大
学
」
で
あ
る
。

公
民
館
は
住
民
に
よ
る
文
化
創
造
の
広
場
で
あ
る
。 

　
　
〜
三
多
摩
テ
ー
ゼ
に
よ
る
公
民
館
の
役
割
よ
り 

 

　
公
民
館
は
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
、
地
域
民
主
化 

の
推
進
を
目
的
と
す
る
行
政
機
関
で
あ
り
、
今
年
も 

様
々
な
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
「
公
民
館
だ
よ
り
」
で
は
、
公
民
館
を
利
用 

し
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
状
況
を
毎
月
紹
介
し
て 

い
く
予
定
で
、
今
回
は
、
高
齢
者
と
児
童
に
よ
る
活 

動
を
報
告
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
自
主
活
動
に
公
民
館 

が
果
た
す
役
割
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

▲ことぶき大学のパソコンコースから

ス
ポ
ー
ツ
祭
（
ト
ラ
ッ
ク
＆
フ
ィ
ー

ル
ド
）
の
種
目
は
前
年
同
様
、
自
治
会
対

抗
種
目
四
種
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
レ
ー
ス
、

ニ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
、
ワ
ー
ル

ド
リ
レ
ー
、
軽
く
二
連
発
）、
自
由
参
加

種
目
等
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
な
お
全
種

目
に
参
加
賞
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

好
評
の
お
楽
し
み
抽
選
会
は
豪
華
景

品
等
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
抽
選
番
号
は

後
日
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
記
入
し
た
上

で
全
戸
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
当
日
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
も
兼
ね
て
、青

空
の
下
で
元
気
に
体
力
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
祭
は
6
月
17
日
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☆公民館だよりに対するお問い合わせは�69－2311へ

全国規模で実施されているＩＴ講習ですが、本
町でも4月19日から公民館で講習が始まりました。
さっそく第一期講習に申し込んだ13人の受講生

は全員真剣そのもの。パソコンの基礎を学ぼうと
いう強い意気込みで取り組んでいました。
最終日、4日間合計12時間の講習を終了した受

講生はどの顔も満足げ。
「さっそく自分のパソコンを」「メールを実際に送
ってみたい」などの明るい声であふれていました。
なお、ＩＴ講習については次回公民館ページで

詳しくお知らせする予定です。

真剣にパソコン取り組む
～ＩＴ講習会

▲真剣なまなざしの受講生

5月13日に行われた第14回健康ウォークマラソン。
天候に恵まれ、213人ものランナーが参加、桜の花舞

う八塩ダム湖周回道を楽しみながら走っていました。
なお、ウォークマラソン各種目別結果は次のとおり

です。

春 の 八 塩 を 駆 け る
～健康ウォークマラソン 5月 

▲天候に恵まれた健康ウォークマラソン

第
四
十
四
回
県
体
育
指
導
委
員
研
究

大
会
が
十
九
日
能
代
市
で
行
わ
れ
、
県

内
各
地
か
ら
委
員
約
四
百
五
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

席
上
、
本
年
度
功
労
者
表
彰
（
対
象

者
三
十
三
人
）
が
行
わ
れ
、
本
町
の
高

橋
ゆ
き
子
さ
ん
（
舘
合
新
田
）
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
表
彰
を
受
け
て
「
こ
れ

か
ら
も
体
育
振
興
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
が
功
労
者
表
彰

〜
県
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会▲喜びの高橋さん

今
月
も
本
が
た
く
さ
ん
入
荷
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
公
民
館
図
書
室
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
あ
な
た
と
読
む
恋
の
歌
百
首
／
俵
万
智

▼
天
の
刻
／
小
池
真
理
子

▼
命
／
柳
美
里

▼
魂
／
柳
美
里

▼
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
悪
女
た
ち
／
三
枝
和
子

▼
ソ
ウ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
／
光
野
桃

▼
光
に
向
か
っ
て
１
０
０
の
花
束
／
高
森
顕
徹

▼
タ
ン
ポ
ポ
の
雪
が
降
っ
て
い
た
／
加
納
諒
一

▼
16
週
あ
な
た
と
い
た
幸
せ
な
時
間
／
向
井
亜

紀
▼
20
世
紀
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
読
み
解
く
／
江

谷
満
子
、
井
上
理
恵

▼
少
年
と
ア
フ
リ
カ
／
坂
本
龍
一
、
天
童
荒
太

▼
オ
ー
デ
ィ
ポ
ン
の
祈
り
／
伊
坂
幸
太
郎

▼
銀
河
帝
国
の
弘
法
も
筆
の
誤
り
／
田
中
啓
文

▼
ジ
ャ
ン
プ
／
佐
藤
正
午

▼
ド
ラ
ゴ
ン
の
眼
　
上
・
下
／
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

キ
ン
グ

▼
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う
そ
の
１
〜
３
／

飯
野
和
好

▼
花
を
旅
す
る
／
栗
田
勇

▼
片
想
い
百
人
一
首
／
安
野
光
雅

▼
動
物
病
院
笑
い
話
５
５
５
／
ポ
ッ
ポ
先
生

▼
誤
植
読
本
／
高
橋
輝
次

▼
ス
ー
パ
ー
ラ
ッ
ト
／
金
丸
弘
美

▼
非
行
少
女
を
処
刑
し
ろ
／
桃
瀬
葵

▼
物
語
の
街
か
ら
村
へ
／
安
野
光
雅

▼
風
／
三
浦
ナ
オ
ミ

▼
ぶ
ら
ん
こ
乗
り
／
い
し
い
し
ん
じ

▼
よ
ろ
こ
び
の
木
／
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド

グ
レ
ー
ン

▼
そ
う
だ
っ
た
の
か
現
代
史
／
池
上
彰

▼
夫
と
妻
／
永
六
輔

▼
親
と
子
／
永
六
輔

▼
嫁
と
姑
／
永
六
輔

▼
が
ん
患
者
と
し
て
長
期
生
存
す
る
医
者
た
ち

／
菊
池
憲
一

6月 6月 

小学校男子 

小学校女子 

中学校女子 

 

壮 年 男 子  

親 子 ペ ア  

三代トリム 

中学校男子 

一 般 女 子  
（2km） 

一 般 男 子  
（4km） 

一 般 女 子  
（4km） 

一 般 男 子  
（9km） 

1位 2位 3位 4位 5位 6位 
柴田遼太郎 

高橋歩奈未 

石黒絵理香 

真坂ヤスノ 

高橋　善弘 

原田満･美咲 

高橋キサ･鈴子 

東海林大地 

小野　英一 

木内　亨恵 

尾留川義男 

（羽後町） 

（本荘市） 

（秋田市） 

（鳥海町） 

（岩城町） 

（羽後町） 

･鈴香（新町） 

（平鹿町） 

（秋田市） 

（湯沢市） 

（本荘市） 

佐々木啓孝 

高橋　志帆 

菊地　里奈 

伊藤　紀子 

田倉　仁志 

佐藤勉･里美 

 

佐々木優児 

佐藤　　仁 

長塚　弘子 

伊藤　正文 

（西目町） 

（羽後町） 

（仁賀保町） 

（羽後町） 

（平鹿町） 

（雄物川町） 

 

（仁賀保町） 

（秋田市） 

（湯沢市） 

（秋田市） 

今野　弘成 

佐藤由里絵 

佐藤　　忍 

鏡　　恵子 

高原　　正 

鈴木達哉･春瀬 

 

吉田　智毅 

菊地　　博 

佐々木千恵子 

森川　鐵雄 

（本荘市） 

（本荘市） 

（田代） 

（湯沢市） 

（本荘市） 

（羽後町） 

 

（仁賀保町） 

（仁賀保町） 

（本荘市） 

（森吉町） 

小笠原広大 

野原奈津希 

桐越　早織 

尾留川テツ子 

小番　幸雄 

伊藤薫･晴香 

 

渡辺　良祐 

中山　富雄 

伊藤　秀子 

吉井　照勝 

（本荘市） 

（大雄村） 

（仁賀保町） 

（本荘市） 

（本荘市） 

（羽後町） 

 

（仁賀保町） 

（本荘市） 

（羽後町） 

（大内町） 

五十嵐健太 

野原麻友美 

千葉　里菜 

 

佐藤　友也 

斎藤良子･零 

 

大和屋尚亨 

佐々木　進 

黒澤　昌子 

杉田　善男 

（本荘市） 

（大雄村） 

（蔵新田） 

 

（本荘市） 

（本荘市） 

 

（平鹿町） 

（本荘市） 

（十文字町） 

（秋田市） 

滝　　　渉 

畠山　美香 

畠山　翔子 

 

高橋　忠雄 

鈴木徳之･美徳 

 

佐藤　裕基 

渡辺　昭一 

 

佐々木謙二郎 

（大雄村） 

（横渡） 

（大吹川） 

 

（湯沢市） 

（舟打場） 

 

（寺田） 

（大森町） 

 

（稲川町） 

黄桜まつり　第14回健康ウォークマラソン記録 

五
月
二
十
七
日
に
住
吉
分
館
が
実
施

し
た
「
新
緑
の
八
塩
登
山
」。
参
加
者
二

十
一
人
が
登
山
を
楽
し
み
な
が
ら
、心
と

体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
は
か
り
ま
し
た
。

新
緑
の
中
で

〜
八
塩
登
山

▲森林浴を楽しんだ参加者
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名前の由来は？
「この子が生まれる日、ちょうど石沢小学校の前の桜並木が満開
で、その美しさに感動したお母さんが『桜』とつけました。」
好きなものは？
「動物が大好きで、どんなに泣いていても飼っている犬のチビの
所に行くと機嫌がよくなります。」
最近のエピソードは？
「『菊地桜ちゃーん』と呼べば、何回でも『んー？』と返事をし
ます。歌番組が始まると、おじいちゃんと一緒に夢中になって
テレビを見ています。」
本人の性格は？
「決して自分の意志をまげません。動物好きなので、やさしいと
ころもあるかも。」
将来はどんな人に？
「どんな事にもめげず、強く優しい子に育って欲しいです。」

菊地　桜 ちゃん
（舘西・１歳）
お父さん：直さん
お母さん：南実さん
お話し：直さん

五
月
十
日
、
有
鄰
館
に
お
い
て
商
工
会
通
常
総

会
が
行
わ
れ
、
そ
の
冒
頭
で
十
四
人
の
方
が
優
良

従
業
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け

た
後
、
菊
地
純
悦
さ
ん
が
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
、

「
今
後
も
益
々
地
元
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
に
頑

張
り
ま
す
」
と
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で

の
功
績
に

感
謝
す
る

と
と
も
に
、

今
後
の
活

躍
に
期
待

が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。

14
人
が
県
商
工
会
連
合
会
長
等
か
ら
表
彰

優
良
従
業
員
表
彰

優
良
従
業
員
表
彰
者
一
覧

（
敬
称
略
、【

】
内
は
勤
続
年
数
）

■
秋
田
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

菊
地
　
純
悦
・
㈱
佐
藤
組
【
三
七
年
】

小
松
　
一
郎
・
㈱
佐
藤
組
【
二
六
年
】

■
東
由
利
町
長
表
彰

小
松
　
由
夫
・
㈱
佐
藤
組
【
二
〇
年
】

阿
部
　
正
悦
・
東
由
利
砕
石
㈱
【
二
〇
年
】

小
笠
原
久
雄
・
東
由
利
砕
石
㈱
【
一
六
年
】

松
田
　
保
雄
・
東
由
利
砕
石
㈱
【
一
六
年
】

大
庭
　
　
正
・
㈲
大
庭
建
設
【
一
五
年
】

■
東
由
利
町
商
工
会
長
表
彰

畑
山
　
豊
隆
・
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
【
一
六
年
】

佐
藤
　
芳
雄
・
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
【
一
六
年
】

長
谷
山
貞
子
・
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
【
一
五
年
】

遠
藤
　
寿
子
・
秋
田
ル
ビ
コ
ン
㈱
【
一
五
年
】

高
橋
キ
ツ
子
・
㈱
佐
藤
組
【
一
一
年
】

佐
藤
　
　
晃
・
東
由
利
砕
石
㈱
【
一
一
年
】

遠
藤
　
弘
幸
・
㈲
東
邦
製
作
所
【
一
〇
年
】

▲菊地純悦 氏▲小松一郎 氏

本
町
の
２
人
が
栄
え
あ
る
受
章

長
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
道
に
携
わ
り
、

国
や
社
会
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
人
に

贈
ら
れ
る
春
の
叙
勲
が
四
月
二
十
九
日
付

で
発
表
さ
れ
、
本
町
か
ら
は
小
松
順
之
助

さ
ん
（
中
通
・
教
育
功
労
）
が
勲
四
等
瑞

宝
章
、
畑
山
昭
一
さ
ん
（
島
・
教
育
功
労
）

が
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
の
略
歴
・
功
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

小　松　順之助 氏
（76・中通）

畑　山　昭　一 氏
（74・島）

昭和24年から36年余り
教職に携わり、その間、
蔵小学校、高瀬小学校、
東由利中学校の校長を歴
任。その後、東由利町教
育長を務められました。
また、平成10年に東由利
町功労者表彰を受けられ
ています。

昭和23年から教諭、分
校主任及び教頭として29
年以上勤務した後、教育
センター教育研究部長、
由利高等学校長、東由利
町教育委員長を務められ
ました。また、平成元年
に東由利町功労者表彰を
受けられています。

勲五等瑞宝章
教育功労

勲四等瑞宝章
教育功労

春の叙勲
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五
月
二
十
三
日
、
大
琴
小
の
学
校
農
園
で
、

全
校
児
童
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
裁
と
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
学
習
は
、
収
穫
の
喜

び
を
味
わ
い
、
農
作
業
に
興
味
や
関
心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
上

級
生
が
新
一
年
生
に
教
え
な
が
ら
作
業
を
す
る

と
い
う
ほ
ほ
え
ま
し
い
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

田
植
え
で
は
、
は
じ
め
泥
に
足
を
入
れ
る
の

を
た
め
ら
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、「
冷
た
く

て
気
持
ち
い
い
」
と
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
作
業

を
楽
し
ん
で
お
り
、
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
地

域
の
人
た
ち
に
も
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
植
え
ら
れ
た
作
物
は
、
秋
の
収
穫
感

謝
祭
で
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲田んぼの外から放たれた苗をキャッチ

大
地
に
触
れ
る
よ
ろ
こ
び大

琴
小
農
作
業
体
験

五
月
十
一
日
、
八
塩
い
こ
い
の
森
で
二
十
一

世
紀
最
初
の
年
を
記
念
し
た
植
樹
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
の
雨
が
あ
が
り
、
会
場
に
は
、

今
年
町
内
の
小
学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
一

年
生
四
十
一
名
と
保
護
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

約
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
苗
木
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
東
北
と
八
塩
山
麓
会
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
も

の
を
含
め
九
十
五
本
。
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
が
終

わ
る
と
、
ぬ
か
る
み
が
残
る
山
の
斜
面
に
み
ん

な
元
気
に
上
り
植
樹
を
開
始
し
ま
し
た
。
植
え

ら
れ
た
の
は
、
八
重
桜
、
黄
桜
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、

モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
五
種
類
。
あ
ら
か
じ

め
仮
植
さ
れ
て
い
た
苗
に
土
を
か
ぶ
せ
、
植
樹

を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

▲しっかり育つように願いを込めます

新
緑
の
八
塩
に
親
子
で
黄
桜
植
樹

２
０
０
１
年
記
念
東
由
利
町
植
樹
祭

▲4年生 100m走

�
全
校
児
童

鼓
笛
パ
レ
ー
ド

▲1年生 パン食い競争

高瀬小

▲1・2年生 玉入れ

▲全校児童 パラパラ2001

大琴小

�
３
・
４
年
生

安
全
第
一
リ
レ
ー

▲１・２年生
こいのぼりリレー

八塩小

�
全
校
児
童

赤
白
対
抗
綱
引
き

▲全校児童 鼓笛パレード



今
年
で
三
十
九
回
を
数
え
る
東
京
東
由

利
会
総
会
が
、
五
月
二
十
日
、
恒
例
の
北

区
赤
羽
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
出
席
は
約
百
四
十
名
、
首
都
圏

在
住
の
仲
間
が
今
年
も
元
気
な
姿
を
見
せ

ま
し
た
。

本
総
会
は
来
年
で
四
十
回
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
、
会
議
で
は
会
員
か
ら
、
四
十

回
を
記
念
し
た
内
容
に
つ
い
て
の
意
見
な

ど
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

総
会
の
あ
と
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
首
都
圏
で
活
動
し
て
い
る
会
員
が
民

謡
を
披
露
し
、
和
や
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
引
き
続
き
お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

ま
た
場
内
で
は
、「
や
し
お
そ
ば
」
や
、

Ｊ
Ａ
特
産
物
振
興
会
か
ら
届
け
ら
れ
た

「
マ
ユ
ダ
マ
」「
ナ
ス
の
み
そ
漬
け
」
な
ど

の
セ
ッ
ト
が
限
定
販
売
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
懇
談
の
合
間
に
、
参
加
者
が
自

宅
用
や
近
所
へ
の
お
み
や
げ
な
ど
と
し
て

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

東
京
東
由
利
会
は
昭
和
三
十
年
代

後
半
に
結
成
さ
れ
、
当
時
①
下
郷
・

玉
米
両
地
区
の
村
出
身
者
同
士
が
、

現
地
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進
す

る
②
首
都
圏
に
職
を
求
め
る
青
少
年

の
た
め
に
、
現
地
情
報
の
提
供
や
就

職
活
動
を
支
援
す
る
③
首
都
圏
在
住

者
と
ふ
る
さ
と
と
の
架
け
橋
に
な
る

―
な
ど
の
活
動
を
始
め
て
現
在
に
至

り
、
中
に
は
発
足
当
時
か
ら
の
会
員

も
い
ま
す
。
会
で
は
「
新
し
い
会
員

の
参
加
を
呼
び
か
け
、
今
後
も
ふ
る

さ
と
を
絆
と
し
た
仲
間
の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

◆
「
下
中
第
五
期
生
の
み
な
さ
ん
へ
。

東
京
東
由
利
会
に
参
加
し
、
ふ
る
さ
と

の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
話
し
ま

し
た
。
在
京
同
期
生
も
毎
回
多
数
参
加

し
て
い
ま
す
。
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。」（
大
田
区
、
阿
部
良
助
さ
ん
）

◆
「
川
の
汚
れ
は
町
の
汚
れ
」（
江
東

区
、
勝
良
栄
さ
ん
）
◆
「
東
京

東
由
利
会
で
い
と
こ
の
民
謡
を

聴
き
た
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
今

年
は
会
え
な
く
て
残
念
。
ま
た

次
回
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。」（
平
塚
市
、
薄
井
リ

ツ
さ
ん
）
◆
「
今
月
に
ふ
る
さ

と
に
帰
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
よ

ろ
し
く
。」（
我
孫
子
市
、
菊
地

昭
雄
さ
ん
）
◆
「
ふ
る
さ
と
は

一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。」（
荒

川
区
、
渡
辺
孝
子
さ
ん
）
◆

「
お
百
姓
さ
ん
が
元
気
に
働
け

る
よ
う
、
町
づ
く
り
を
が
ん
ば

っ
て
欲
し
い
で
す
。」（
幸
手
市
、

清
水
弘
子
さ
ん
）
◆
「
ふ
る
さ

と
の
山
や
川
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
の

は
残
念
で
す
。
い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な

町
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。」（
加
須
市
、

幕
田
玲
子
さ
ん
）
◆
「
広
報
に
掲
載
さ

れ
た
上
里
の
雪
景
色
の
写
真
を
毎
日
懐

か
し
く
眺
め
て
い
ま
す
。
お
い
っ
子
と

だ
ん
な
様
へ
、
写
真
を
送
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。」（
清
瀬
市
、
加
藤
あ
き

子
さ
ん
）
◆
「
藤
原
さ
ん
へ
、
写
真
の

入
選
お
め
で
と
う
。
同
級
生
み
ん
な
で

喜
ん
で
い
ま
す
。」（
北
区
、
大
河
原
喜

美
子
さ
ん
）
◆
「
人
口
減
少
は
残
念
で

す
が
、
今
で
も
故
郷
が
一
番
恋
し
い
で

す
。
老
後
は
東
由
利
で
暮
ら
し
た
い
で

す
。」（
松
戸
市
、
佐
々
木
良
輝

さ
ん
）
◆
「
今
日
は
楽
し
か
っ

た
。
で
き
れ
ば
田
舎
に
帰
り
た

い
な
…
…
」（
船
橋
市
、
畠
山
昭

徳
さ
ん
）
◆
「
歳
を
と
っ
て
も

元
気
で
」（
大
田
区
、
太
田
君
夫

さ
ん
）
◆
「
一
回
目
か
ら
参
加

し
て
い
ま
す
。
元
気
で
ま
た
会

い
ま
し
ょ
う
。」（
大
田
区
、
小

笠
原
丈
夫
さ
ん
）
◆
「
東
由
利

町
全
体
が
元
気
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
。」（
松
戸
市
、
高
橋
勝
昭

さ
ん
）
◆
「
元
気
の
出
る
町
、

な
お
一
層
発
展
し
ま
す
よ
う

に
。」（
世
田
谷
区
、
畠
山
俊
六

さ
ん
）
◆
「
田
代
の
藤
丸
隆
・

テ
ル
様
へ
、
弟
は
元
気
で
過
ご
し
て
い

ま
す
。
ご
安
心
の
程
を
。」（
品
川
区
、

中
村
政
雄
さ
ん
）
◆
「
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
楽
し
い
!!
」（
江
戸
川
区
、

小
松
又
次
さ
ん
）
◆
「
お
国
な
ま
り
が

な
つ
か
し
い
で
す
。」（
横
浜
市
、
斉
田

重
子
さ
ん
）
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遠
く
は
な
れ
て
も

心
は
ふ
る
さ
と
に

東
京
東
由
利
会
総
会
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嶽　石　元　気（もとき）さん（田代・18歳）
大東精機勤務
車が好きで、買ったばかりの車が宝物という新社会

人。休日は昼頃までゆっくり寝てから、午後にはドラ
イブに出かけるとのこと。特に夜のドライブが好きで、
車のすいている道をちょっと遠くまでドライブするの
が今のお気に入り。初めてもらった給料は、ゴールデ
ンウィーク中ドライブしたガソリン代にほとんどが消
えたと笑って話します。また、車のドレスアップにも
興味があり、お金が貯まったら車をカッコ良くするの
が夢。デコレーション・トラックの長距離運転手に憧
れているという、車大好きな嶽石くんでした。

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
宿
河
川
公
園
の
鯉

の
ぼ
り
が
、
今
年
も
四
月
の
下
旬
か
ら
青
空
を

バ
ッ
ク
に
高
瀬
川
（
石
沢
川
）
の
上
を
元
気
に

泳
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
宿
自
治
会
が
河
川
公
園

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
よ
う
と
平
成
二
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
、

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
を
寄
付
し
て
も

ら
っ
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
中
心
と
な
っ
て
活

動
を
進
め
て
い
る
小
野
清
幸
さ
ん
は
、「
こ
の
活

動
に
よ
っ
て
町
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
れ
ば
嬉
し
い
。
今
後
も
積
極
的
に
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▲色鮮やかなこいのぼりが季節感を楽しませます

元
気
に
泳
げ
！
こ
い
の
ぼ
り

宿
自
治
会
ま
ち
づ
く
り
活
動

五
月
二

日
、
町
体
育

協
会
の
理
事

会
が
行
わ

れ
、
阿
部
弘

章
さ
ん
（
蔵
）
が
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

新
会
長
と
な
っ
た
阿
部
さ
ん
は
現
在
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
協
会
に
所
属
し
て
お
り
、
平
成
四

年
か
ら
現
在
ま
で
同
単
位
協
会
の
副
会
長
を

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
九
年
か
ら

▲阿部弘章体協会長

新
会
長
に
阿
部
弘
章
氏
就
任

東
由
利
町
体
育
協
会

は
町
体
育
協
会
の
副
会
長
を
務
め
て
お
り
、

今
年
の
改
選
で
会
長
に
就
任
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
今
回
副
会
長
に
は
、
石
綿
喜
代
隆

さ
ん
（
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
所
属
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

町
体
育
協
会
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
支

援
や
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
な
ど
の
主
催

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
町
の
体

育
振
興
を
目
指
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
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さよなら大琴小学校シリーズ① 

現在の大琴小学校は、明治7年に開校
した宿小学校、明治20年から歩んでき
た袖山小学校が、昭和56年に統合して
創設されました。そして先般高瀬小学校
との統合が決まり、宿小学校開校以来
120余年に渡る輝かしい歴史と伝統に、
一つの区切りを迎えることになりまし
た。
それぞれの時代の懐かしい「思い出」

がいっぱい詰まった学校（たから箱）。
その思い出を大切にし、夢と希望を持っ
てたくましく子供たちに生きて欲しいと
いう願いを込めて、学校では今年度行う
一連の事業を『思い出たから箱事業』と
名付けました。
最後の年となる平成13年度に、学校

と児童、親、そして地域が一緒になり事
業が実施されます。その一連の活動と学
校の歴史を、シリーズ「さよなら大琴小
学校」としてお伝えしていきます。

学
校
最
後
の
年
と
な
る
今
年
度
は
、
大
琴

小
学
校
二
十
周
年
の
年
で
あ
り
、
ま
た
十
周

年
の
記
念
事
業
で
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

開
封
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
称

し
て
「
思
い
出
た
か
ら
箱
事
業
」
と
名
付
け

記
念
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
、「
思
い
出
た

か
ら
箱
事
業
実
行
委
員
会
」
を
設
立
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
中
で
は
、
記
念
碑
の
建
立
、

記
念
誌
の
発
行
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
、

そ
し
て
記
念
式
典
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。さ

し
あ
た
り
、
記
念
事
業
の
総
ま
と
め
と

な
る
「
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
を
十
一
月
三

日
（
土
）
に
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

大
琴
学
区
出
身
の
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
出

席
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
に
寄
付
を
募
る
計
画
を

し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
大
琴
小
学
校

へ
、
温
か
い
お
志
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

―
―
―
大
琴
小
学
校

無事故へのアドバイス
～自分の能力の8割程度のスピードを～

①道路条件に合わせてスピードをコントロール
考え事やわき見などが危険を見逃すもとです。体
調にも気を遣って運転に集中できるよう心がけま
しょう。

②自分にとっての安全なスピードに徹する
同乗者や後ろの車からせかされても、無理なスピ
ードを出さないこと。どんな時でも安全に止まれ
るスピードが大切です。

③心に「ゆとり」をもつ
遅れてはいけないという気持から、無理な追い越
しや交差点通過をしたいという気持の時がとても
危険です。事故を起こせば時間に遅れるばかりか、
他人の将来や社会的地位を失ってしまうことにも
つながります。

今
年
の
Ｇ
Ｗ
期
間
中
、県
内
で

は
八
十
五
件
の
事
故
が
あ
り
、

う
ち
本
荘
署
管
内
で
は
十
二
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
東
由

利
町
に
お
い
て
は
、
こ
の
春
に

小
学
生
三
人
が
交
通
事
故
に
遭

っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
相
手
の
動
き
に
も
注
意
し
て
い
な
け

れ
ば
防
げ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
誰
一

人
不
幸
な
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
人

と
車
の
あ
る
場
所
で
は
気
を
引
き
締
め
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

交通安全は■
自
分
と
相
手
の
注
意
か
ら

▲人形がひかれる衝撃にびっくり
（小学校交通安全教室より）

本 荘 警 察 署
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お と な り 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

仁賀保町から

第6回「秋田草刈り唄全国大会 in にかほ」
�と　き…6月16日（土）

9：00～　
�ところ…仁賀保町勤労青少年ホーム
�入場料…500円
大会実行委員会事務局　�３２－３１５０

実 験 教 室
�と　き…6月23日（土）

①１０：００～　②１３：００～
�ところ…フェライト子ども科学館（研究工房）
�入館料…大人500円、子供300円
�申込み締切…6／23（土）
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

本荘市から

菖蒲まつり
�と　き…6月23日(土)～7月1日(日)
�ところ…菖蒲公園

本荘市観光協会　�２４－３３２１

鳥海町から

鳥海山夏山開き
�と　き…6月17日(日)

神事8：00～　記念登山会8：45～
�ところ…大清水園地

（鳥海山百宅口登山コース）
�参加費…1,000円（小学生以下無料）

鳥海町企画観光課　�５７－２２０２

加藤登紀子コンサート2001
�と　き…6月16日（土）

18：30開演
�ところ…本荘文化会館
�入場料…5,000円

本荘文化会館　�２２－３０３３

海野義雄ヴァイオリンリサイタル
�と　き…6月27日（水）

18：30開演
�ところ…本荘ボートプラザアクアパル
�入場料…一般2,500円

中・高・学生2,000円
本荘ボートプラザアクアパル

�２２－３０３３

象潟町から

郷土資料館「大鳥海山展
～こころと記録に遺された山」

�と　き…6月1日(金)から１年間
�ところ…象潟町郷土資料館
�内　容…周辺地域に遺された鳥海山にかかわ

る数々の資料を紹介。６／１の開会
行事のみ入館料無料

象潟町郷土資料館　�４３－２００５

金浦町から

白瀬南極探検隊記念館「企画展」
�と　き…6月24日(日)まで

9：00～17：00
�ところ…白瀬南極探検隊記念館
�内　容…初めて南極越冬隊として選ばれた竹

内智氏（金浦町出身）の南極での研
究や生活を紹介

白瀬南極探検隊記念館　�３８－３７６５

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
受
付
期
間
　
　
６
月
20
日
（
水
）
か
ら
６
月
27
日
（
水
）
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
最
終
日
消
印
有
効
）

■
第
一
次
試
験
　
９
月
２
日
（
日
）

【
申
込
・
問
合
せ
】

本
荘
税
務
署
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
２
２
―
２
３
３
５

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ
（
Ⅲ
種
・
税
務
）

秋田県立大学システム科学技術学部
開学２周年記念特別講演会

�と　き…6月5日（火）
�ところ…秋田県立大学システム科学技術学部

ＡＶホール
�内　容…「科学者、技術者を目指すみなさん

へ」講師／阿部博之氏
秋田県立大学本荘キャンパス

�２７－２０００

西目町から

創立30周年記念コロニー祭
�と　き…6月17日(日)

10：00～14：30
�ところ…秋田県心身障害者コロニー中央公園

（雨天時　コロニー体育館）
�内　容…あべ十全司会による芸能発表（浅野

梅若社中の民謡、踊り他）、即売会
及び出店（各種花苗、焼き物他）

秋田県心身障害者コロニー企画調整課
�３３－４５２８

よりよき生活習慣で病気を予防する 
Vol
.12

「
月
見
蒸
し
」（
４
人
前
）

《
材
　
料
》
（
大
…
…
大
さ
じ
、
小
…
…
小
さ
じ
）

卵
４
個
、
と
り
肉
（
も
も
）
80
ｇ
、
し
い
た
け
４
枚
、
人
参
40

ｇ
、
た
け
の
こ
40
ｇ
、
み
つ
葉
12
ｇ
、
だ
し
汁
１
２
０
ｇ
、
し

ょ
う
ゆ
大
１
弱
、
み
り
ん
大
１
弱
、
さ
と
う
小
１
弱

《
作
り
方
》

①
鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、
し
い
た
け
・
人
参
は
飾
り
切
り
、

た
け
の
こ
は
薄
切
り
に
し
て
、
調
味
料
で
煮
る
。

②
容
器
に
①
を
煮
汁
と
と
も
に
盛
り
分
け
、
卵
を
お
と
し
、
み

つ
葉
を
ち
ら
し
て
蒸
す
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

具
に
下
味
を
つ
け
、
蒸
す
こ

と
で
味
が
し
っ
か
り
し
み
こ
む

の
で
、
減
塩
食
（
塩
分
量
0.8
ｇ
）

と
し
て
の
一
品
で
す
。
卵
は
蒸

し
す
ぎ
ず
、
温
か
い
う
ち
に
い

た
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

（
高
橋
保
健
婦
）

老
方
郵
便
局
か
ら

時
計
寄
贈

４
月
20
日
の
郵
政
記
念
日
、

老
方
郵
便
局
か
ら
町
に
時
計
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
美
し
い
メ
ロ
デ

ィ
が
時
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
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おおむね65歳以上の高齢者の方が対象です 

事　　業　　名 サ　　ー　　ビ　　ス　　内　　容 利　用　料 

在宅で生活している高齢者に対して、栄養バランスのとれ 
た食事の提供と利用者への声かけや安否の確認をします。 

要介護状態になる危険性のある者への日常生活、家事、対 
人関係等への支援、指導などを行います。 

要介護状態になる危険性のある者へ短期間宿泊しての日常 
生活、対人関係等への支援、指導などを行います。 

家に閉じこもりがち、又は要介護状態になる危険性のある 
高齢者に対して、通所により入浴、食事、趣味活動、生活 
指導等のサービスを提供し、生活にはりを持たせます。 
（デイサービスセンター利用） 

家に閉じこもりがち、又は要介護状態になる危険性のある 
高齢者に対して、通所により趣味活動、生活指導等のサー 
ビスを提供し、生活にはりを持たせます。 
（秋田しんせい農協利用） 

在宅の一人暮らし高齢者等の自立した生活の継続と、要介 
護状態への進行を防止するため、簡易な日常生活上の援助 
を行います。 

寝たきり状態等で寝具の衛生管理が困難な高齢者等に対し 
て、寝具類一式を１ヶ月単位でレンタルします。 

一人暮らしや高齢者世帯に対して、ふれあい安心電話を設 
置し、日常の悩みや不安、緊急時の状態に支援します。 

高齢者を介護している家族や近隣の援助者に対して、介護 
方法や予防に対する知識や技術を習得する教室を開きます。 

高齢者を介護している介護者の相互交流会を開催し、心身 
のリフレッシュを図ります。 

在宅で高齢者を介護している家族に対して紙おむつなどの 
介護用品を支給します。 

ホームヘルパー研修（２級・３級）を受講した者に受講料 
の一部を補助します。 

 

配食サービス 

生活管理指導員派遣 
（ホームヘルパー） 

生活管理短期宿泊 
（ショートステイ） 

生きがい活動支援通所 
（デイサービス） 

軽度生活援助 

寝具類洗濯乾燥サービス 
（寝具レンタル） 

地域ケア体制整備 
（ふれあい安心電話） 

家族介護者教室 

家族介護者交流 

家族介護用品支給 

ホームヘルパー受講支援 

1食200円 

1回1時間程度 
400円 

1日400円 
食事代、日常生活用品は実費 

1回500円 
昼食350円 

1回300円 
食事代等実費 

1回1時間程度 
100円 

月400円 

月300円 

無料 

実費 

無料 

介

護

予

防

・

生

活

支

援

事

業

 

家
族
介
護
支
援
事
業
 

できるだけ寝たきりにならず、自立した生活を

送ることができるように支援する、在宅高齢者の

ためのサービスです。

問い合わせ　町民福祉課福祉係　　　�６９－２１１７
在宅介護支援センター　�６９－３９３８
社会福祉協議会　　　　�６９－２１３５
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小　野　悠
ゆう

花
か

ちゃん
下吹（武志さん）

柿　崎　　　蓮
れん

くん
下通（大さん）

遠　藤　美
み

優
ゆう

ちゃん
新所（勝さん）

遠　藤　ありさちゃん
祝沢（貴浩さん）

斎　藤　哲
てっ

平
ぺい

くん
石高（眞一さん）

むし歯のなかった子には　　マーク
がついています

草　薙　菜
な

穂
お

ちゃん
新町（和行さん）

阿　部　穂
ほ

積
づみ

ちゃん
新町（淳さん）

阿　部　史
ふみ

奈
な

ちゃん
新町（樹悦さん）

佐　藤　梨
りん

花
か

ちゃん
泡ノ淵（和寿さん）

浅　田　彩
あや

乃
の

ちゃん
舟木（和幸さん）

大琴小学校6年生の
作品「手紙」です。
とっても上手に書け
たのでぜひ見てって
ね！

せんせいから
これは６年生になって
最初の時間に書いたも
のです。堂々とバラン
スよく書けていて、最
上級生らしさが感じら
れます。これからも下
級生の見本となるよう
にがんばりましょう。

～1歳6ヶ月児健診より～

第
六
回
由
利
郡
学
童
野
球
大
会

が
本
町
の
勤
労
者
野
球
場
・

町
民
運
動
場
・
高
瀬
小
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
大
内
町
の
山
村
広

場
で
行
わ
れ
ま
す
。
期
日
は

六
月
九
日
・
十
日
、
十
七
日

の
三
日
間
。

五
月
二
十
四
日
の
抽
選
会

の
結
果
、
町
内
三
小
学
校
は

す
べ
て
地
元
会
場
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
初
日
の

対
戦
相
手
な
ど
は
次
の
通

り
。

《
八
塩
小
》
試
合
会
場
・
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
対
戦
相
手
・
下

川
大
内
小
、
試
合
開
始
・

十
時
　
※
勝
て
ば
十
三
時
か

ら
上
浜
小
と
対
戦

《
高
瀬
小
》
試
合
会
場
・

高
瀬
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
対

戦
相
手
・
岩
谷
小
と
象
潟

小
の
勝
者
、
試
合
開
始
・

十
三
時
三
十
分

《
大
琴
小
》
試
合
会
場
・

勤
労
者
野
球
場
、
対
戦
相

手
・
笹
子
小
、
試
合
開

始
・
十
一
時
三
十
分
※
勝
て
ば
十

四
時
三
十
分
か
ら
矢
島
小
と
対
戦

学
童
野
球
郡
大
会
が
本
町
で

応援よろしく
お願いします
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

孫
と
云
う
歌
の
ま
こ
と
や
五
月
鯉
　
　
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

花
狩
の
話
の
は
ず
む
診
療
所
　
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

明
易
や
ひ
と
と
き
ふ
へ
し
人
去
り
て
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

今
年
ま
た
休
む
棚
田
に
落
花
く
る
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

畑
仕
事
手
つ
か
ず
八
十
八
夜
か
な
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

天
空
に
翼
あ
づ
け
て
鷺
巣
立
つ
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

松
の
芯
こ
ぞ
り
雪
嶺
昏
れ
む
と
す
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

花
の
塵
払
は
ず
蓆
た
た
み
け
り
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

ぱ
ち
ぱ
ち
と
焼
け
る
お
に
ぎ
り
遅
桜
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

鯉
幟
星
を
呑
ま
ん
と
夜
を
競
ふ
　
　
　
　
　
家
の
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

大
声
で
朝
の
挨
拶
風
薫
る
　
　
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

這
い
這
い
の
お
ん
も
を
目
ざ
す
薄
暑
か
な
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

こ
で
ま
り
の
散
る
と
き
白
き
つ
む
じ
な
す
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

春
愁
や
二
種
類
ふ
え
し
処
方
薬
　
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

初
音
聞
く
エ
プ
ロ
ン
に
手
を
拭
き
な
が
ら
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

少
子
化
の
所
ど
こ
ろ
に
鯉
の
ぼ
り
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

初
蛙
野
宴
い
っ
と
き
途
切
れ
け
り
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

黄
桜
の
彩
を
沈
め
て
ダ
ム
蒼
し
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

四
八

飯
喰く

わ
ず
の
嫁
っ
こ

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
、

と
て
も
け
ち
ん
ぼ
な
男
が
い
ま
し

た
。
男
は
「
嫁
っ
こ
を
も
ら
う
と
飯

喰く

う
か
ら
な
、
も
っ
た
い
な
い
」
と

言
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
一
人
で
暮く

ら

し
て
お
り
、
村
の
人
た
ち
か
ら
は

「
世
の
中
に
飯
を
喰
わ
な
い
人
間
は

い
な
い
よ
」
と
笑
わ
れ
て
い
る
の
で

し
た
。

あ
る
晩
の
こ
と
、
男
の
家
に
き
れ

い
な
娘
が
た
ず
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
私
を
こ
こ
の
嫁
っ
こ
に
し

て
く
だ
さ
い
。
飯
は
食
べ
ま
せ
ん
か

ら
」
と
頼
む
の
で
、「
ほ
ほ
う
、
そ

り
ゃ
え
え
な
あ
」
と
男
は
よ
ろ
こ
ん

で
娘
を
嫁
っ
こ
に
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

娘
は
次
の
日
か
ら
一
粒
の
飯
も
口

に
せ
ず
、
朝
か
ら
晩
ま
で
熱
心
に
働

く
の
で
、
け
ち
ん
ぼ
男
は
い
い
嫁
っ

こ
が
き
た
と
得
意い

に
な
っ
て
い
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
た
く
わ
え
て
お
い
た

お
米
や
芋
、
豆
な
ど
が
だ
ん
だ
ん
減へ

っ
て
い
く
の
で
、
不ふ

思し

議ぎ

に
思
っ
た

男
は
、
天
井
裏
に
こ
っ
そ
り
か
く
れ

て
家
の
中
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
す
る
と
嫁
っ
こ
は
た
く
さ
ん
の

米
を
と
ぎ
、
大
き
な
釜
で
炊た

き
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
髪
を
ほ
ど
く
と
、

な
ん
と
頭
に
大
き
な
口
が
ぽ
っ
か
り

と
あ
い
て
い
て
、
炊
き
あ
が
っ
た
飯

で
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
ぽ
い
ぽ
い
と

そ
の
大
口
に
ほ
う
り
こ
ん
で
い
る
の

で
す
。

こ
れ
を
見
た
男
は
、
気き

を
失
う
く

ら
い
驚
い
て
、
思
わ
ず
「
あ
っ
」
と

声
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

声
に
気
づ
い
た
嫁
っ
こ
は
、
恐
ろ
し

い
鬼
の
顔
に
な
り
、
「
見
た
な
っ
」

と
男
を
に
ら
み
つ
け
ま
し
た
。
ふ
る

え
の
と
ま
ら
な
い
男
は
食
べ
ら
れ
て

は
大
変
と
、
急
い
で
天
井
裏
か
ら
降お

り
、
一
目
散
に
逃に

げ
ま
し
た
。

鬼
に
な
っ
た
嫁
っ
こ
は
「
ま
て
え

っ
」
と
叫
び
、
男
を
つ
か
ま
え
よ
う

と
追
い
か
け
ま
す
。
男
は
「
ひ
ゃ
ー
、

喰
わ
れ
て
し
ま
う
よ
ー
。
も
う
け
ち

ん
ぼ
し
な
い
か
ら
助
け
て
く
れ
え

っ
」
と
必
死
に
走
っ
て
、
道
傍
の
よ．

も
ぎ
．
．

と
し
ょ
う
ぶ

．
．
．
．

の
茂
み
の
中
へ
逃

げ
こ
み
ま
し
た
。

す
る
と
鬼
は
「
う
う
っ
、
ざ
ん
ね

ん
。
よ
も
ぎ

．
．
．

と
し
ょ
う
ぶ

．
．
．
．

は
わ
し
の

大
嫌
い
な
草
な
ん
じ
ゃ
あ
っ
」
と
言

っ
て
、
茂
み
の
中
に
入
っ
て
こ
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
を
聞
い
た
男
は
、
ふ
る

え
る
手
で
よ
も
ぎ

．
．
．

と
し
ょ
う
ぶ

．
．
．
．

を
引

っ
こ
ぬ
き
、
鬼
に
投な

げ
つ
け
る
と
、

鬼
は
「
ぎ
ゃ
あ
っ
」
と
叫
び
、
そ
の

姿
は
ど
こ
か
へ
消
え
去
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、

端
午ご

の
節
句く

の
日
に
は
災
厄
が
入
り

こ
ま
な
い
よ
う
に
、
家
々
の
軒
端は

や

窓
辺べ

な
ど
に
、
よ
も
ぎ
と
し
ょ
う
ぶ

を
差さ

し
こ
み
、
厄
除よ

け
に
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）



製
材
品
、
合
板
、
紙
な
ど
私
た
ち

の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

さ
ま
ざ
ま
な
品
物
が
木
材
か
ら
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
各
種
の

製
品
に
加
工
さ
れ
る
木
材
を
一
般
に

用
材
と
呼
び
ま
す
。

林
野
庁
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
木

材
需
給
表
を
み
る
と
、
平
成
十
一
年

に
お
け
る
わ
が
国
の
用
材
需
要
量

（
丸
太
換
算
）
は
、
九
、
七
八
一
万
立

方
メ
ー
ト
ル
で
対
前
年
比
六
パ
ー
セ

ン
ト
増
で
す
が
、
平
成
十
年
に
引
き

続
き
、
一
億
立
方
メ
ー
ト
ル
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

用
途
別
内
訳
は
、
製
材
用
材
四
二
パ

ー
セ
ン
ト
、
パ
ル
プ
、
チ
ッ
プ
用
材

四
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
合
板
用
材
一
四

パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
用
材
が
二
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
元

年
に
は
木
材
需
要
量
の
五
割
を
占
め

て
い
た
製
材
用
材
は
漸
減
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
一
年
に
お
け
る
木

材
供
給
量
を
み
る
と
、
国
産
材
は
一
、

八
七
六
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
前
年
に

比
べ
三
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
る

一
方
、
外
材
は
七
、
九
〇
五
万
立
方

メ
ー
ト
ル
と
前
年
よ
り
九
パ
ー
セ
ン

ト
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

国
産
材
の
割
合
は
一
九
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
と
減
少
し
、
外
国
産
の
製
材
用

材
が
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
会
長
　
佐
藤
恒
悦
氏
）
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　林業 
 だより 

木
材
の
需
給
動
向

（Ａ玉）

（Ａ玉）

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

6,000～16,000

4,800

3,700～3,800

材質の良い物件だけの抜き買いで、落札率も23％と低調。

（
平
成
十
三
年
五
月
・
平
均
価
格
）

四
五
年
生
〜
五
五
年
生

五
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
25
23
48

平均体重
307kg
277kg
293kg

平均価格
461,538円
390,783円
427,634円

kg当単価
1,434円
1,337円
1,393円

去　勢
雌

金　額
520,800円
640,500円

父
福谷福
平茂勝

母の父
安美金
北国7の8

母の祖父
第7糸桜
紋次郎

八嶋保（上通）さんの作品です。
本作品は「第42回秋田県美術展覧会（写真の部）」で入選しました。



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

月末人口 前月比 

2,445 

2,594 

5,039 

1,387

－  7 

－  3 

－10 

3

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

月間異動人数 1月からの累計 

4 

5 

13 

24

14 

17 

28 

78

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

2 

12 

3 

0 

5 

0 

0

3 

58 

9 

0 

17 

0 

3

月　間 
発生数 

1月から 
の累計  

13.6.1 広報ひがしゆり　18

日
本
全
土
、
中
国
や
朝
鮮
な
ど
の
山
地
に
生
え
る
多
年
草
で
、

萌
え
だ
し
て
間
も
な
い
も
の
は
香
り
が
よ
く
、
野
菜
と
し
て
利
用

さ
れ
る
た
め
栽
培
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
茎
は
40
〜
70
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ま

す
。
葉
は
互
生
し
、
卵
形

か
楕
円
形
の
３
小
葉
か
ら

な
り
、
不
整
の
と
が
っ
た

鋸
歯
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
７
月
頃
、
の
び
た
茎

の
先
か
ら
小
枝
を
分
け
、

そ
の
先
に
複
散
形
花
序

（
花
軸
を
散
形
に
出
し
た

上
、
更
に
各
軸
頂
に
花
を

散
形
に
つ
け
る
も
の
）
に

数
少
な
い
５
弁
の
小
さ
な

白
花
を
つ
け
ま
す
。
和
名

は
葉
の
数
が
３
枚
で
あ
る

こ
と
で
い
わ
れ
ま
す
。

１� 乳児健診

２� 中学校フリー参観

３� 藤丸会郷土訪問公演

５�　予防接種(個別･麻疹)

９�、10�、17�

第21回全日本学童軟式野球

秋田大会由利郡予選

（第６回由利郡学童野球大会）

11�　大腸がん検診

12�　議会定例会

大腸がん検診

献血

17� 町民運動会

20� 敬老会・70歳を祝う会

21� 食生活改善講習会

21～26 IT講習

22� 予防接種（ポリオ）

25� フレッシュ教室

26� 予防接種（個別･三混)

ことぶき大学

27� 大腸がん検診（追加）

28� 3歳児健診

東
由
利 

ミ
　
ツ
　
バ（

セ
リ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.196

 

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

遠
藤
記
さ
ん
（
郡
山
市
）、
小
松
洋
治
さ
ん
（
水
戸
市
）、

松
金
ト
ミ
子
さ
ん
（
潮
来
市
）、
笹
原
栄
子
さ
ん
（
川

崎
市
）、
長
沼
寅
之
助
さ
ん
（
相
模
原
市
）

ま
た
、
次
の
方
か
ら
町
へ
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阿
部
守
さ
ん
（
秋
田
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
団
体
か
ら
ご
芳
志
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

協
同
組
合
東
由
利
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
、
Ｊ
Ａ
特

産
物
振
興
会

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

●東由利町ホームページ　　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

４月下旬、小松沢（山崎地区）で水芭蕉が見ご
ろになっていると聞き現地へ行ってみました。川
の上流へ入ったところ、道路脇の湿地帯に見事な
花を咲かせ群生していました。緑と白のコントラ
ストが鮮やかで、どこか艶のある面持ちでした。

（広報担当）

〈4／1～31〉

（ ）は前月比

日中25度を超える日もあり、初夏を思わせるこの
ごろです。タンスから夏服を出した人も多いのでは
ないでしょうか。5月20日に行われた｢東京東由利
会｣に出席しましたが、その際には半袖のワイシャ
ツにしました。上着を脱いでも日中は暑いくらいで、
街で見かける人も半袖姿が多く、東京は一足先に夏
を迎えたようでした。（佐）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
４
月
21
日
〜
５
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

４
／16
浅
　
田
　
美み

咲さ
き

ち
ゃ
ん〈
和
　
幸
〉
船
　
木

歩

４
／18
佐
　
藤
　
萌も

音ね

ち
ゃ
ん〈
義
　
宏
〉
松
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